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水管橋の緊急点検を実施しました

昨年10月に和歌山市で水管橋崩落事故が発生したことを受けて、企業団でも補剛形式の水管
橋全11か所の緊急点検を実施しました。

このうち目視で確認できない部分がある水管橋2か所については、専門業者（水管橋メー
カー）に委託して、点検を実施しました。いずれの点検においても重大な異常は確認されません
でした。

引き続き定期的に点検・補修を行い、水管橋の適切な維持管理に努めます。

←超音波板厚計で板厚を
測定し、規格管厚と比較
することで内面腐食がな
いかを確認しました。

→水管橋各部の外面塗装
（剥離・発錆）の状況、
変形や腐食の有無、漏水
がないかを確認しました。

↑橋台や橋脚のコンク
リート部にひび割れや鉄
筋の露出といった異常が
ないかを確認しました。
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設立目的
（当初課題）

○施工管理・工事検査に関する基準・具体的方法が未整備 ➝ 技術の低下、
職員間のバラツキ

○起工・契約・施工・完成の手続きに関する文書体系（規程・要綱）が未
整理・複雑 ➝ 分かり難くミスが発生

委員会構成 施設部長（委員長）、総務部長（副委員長）、課長級職員
技術系（土木・建築・電気・機械）及び契約担当の係長以上の職員
※事務局：検査課

平成30年度
（７回開催）

水道工事施工管理基準の策定、工事検査の手引き（検査基準）の作成
工事検査要綱・工事等監督要綱の改正

令和元年度
（２回開催）

業務委託検査運用基準の策定、工事成績評定の改定
電気機械設備工事標準仕様書及び施工管理基準の策定

令和２年度
（４回開催）

工事施行規程・契約規程・財務規程の改正
契約規程運用要綱・工事検査要綱・工事等監督要綱の改正
工事発注方式に関する意見交換

企業団では、施工管理・工事検査に関する基準・具体的方法が未整備などの長年の課題解
決に向けて、平成30年度に技術委員会を設置し、令和２年度までに水道工事・電気機械設
備工事の施工管理基準の策定、工事検査の手引き（検査基準含む）の作成、財務・契約・工
事施行に係る文書体系の再構築、工事成績評定の改定等に取組みました。

また、こうした技術委員会における取組み成果に関して、毎年検査課が技術系職員を対象
とした研修会を開催し、技術の向上・継承を図っています。

＜技術委員会について＞

■技術委員会の目的・概要

■技術委員会の取組み実績

＜人事行政の運営等の状況について＞

企業団職員の人事や給与などの状況についてお知らせします。

（地方公務員法及び企業団条例に基づいて公表している内容です。）

※詳細はホームページでご覧いただけます。

■職員数

区分 人数

一般職 ３０人

再任用短時間勤務職員 ３人

会計年度任用職員
（フルタイム）

１４人

■年齢別職員数（一般職）

区分 事務 技術 合計

２０歳代 １人 ３人 ４人

３０歳代 １人 ５人 ６人

４０歳代 ２人 １０人 １２人

５０歳代 ４人 ４人 ８人

合 計 ８人 ２２人 ３０人

（令和3年4月1日）

（令和3年4月1日）

■職員給与費の状況（一般職）

職員数（A） ２８人

給
与
費

給料 １１５，７２７千円

職員手当 ２２，５０３千円

期末勤勉手当 ４９，３７１千円

合計（B） １８７，６０１千円

1人あたり給与費（B/A） ６，７００千円

■平均給料月額及び平均年齢（一般職）

平均給料月額 平均年齢

３３５，０４３円 ４２．７歳

（令和3年4月1日）

（令和2年度決算）

※1 職員手当に退職手当は含んでいません。

※2 職員数は、休職中・育児休業中など無給の職員を

除いています。
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＜令和4年度水質検査計画の策定について＞

水道水の水質検査については、水道法に
基づいて、毎年度、水質検査計画の策定と
公表が義務付けられています。水質検査計
画とは、水質検査を「どの場所で」「どの
ような項目を」「どのくらいの頻度で」行
うかを定めたものです。

企業団では、令和4年度の水質検査計画
について、水道需要者の皆様のご意見を反
映させた上で、3月末までに作成します。
この水質検査計画は、企業団のホームペー
ジやお住まいの市町の水道担当窓口でご覧
になれます。

（水質検査計画の内容）

１ 基本方針
２ 事業の概要
３ 水源から供給点までの水質管理上の注意点と

水質状況
４ 水質検査地点、検査項目、検査の回数及び

その理由
５ 水質検査方法
６ 臨時の水質検査に関する事項
７ 水質検査計画と検査結果の公表の方法
８ その他水質検査計画の実施に際し配慮すべき事項

令和2年4月に企業団にとって最後の水源となる小石原川ダムが管理開始されたこと、
また、令和3年10月に企業団が設立50周年を迎えたことを機会に荒木浄水場見学者
用のDVDをリニューアルしました。

このDVD「私たちの水道について学ぼう！」は、浄水処理の仕組みや水道水の安
全性、企業団の事業内容について、大人にも子どもにもわかりやすく説明しています。

マスコットキャラクター「マーちゃん」もリニューアル

＜見学者用のDVD貸出しについて＞

現在、企業団では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、荒木浄水場の施設見学
を一時停止しています。

そのため、小学校4年生を対象とした社会科の授業での利用を希望される学校へのDVD
の貸し出しを行っています。貸出期間は2週間です。

施設見学を再開する場合は、ホームページでお知らせいたします。
（問い合わせ先：浄水場浄水係）

＜荒木浄水場見学者用のDVDをリニューアルしました＞



「企業団ニュースレター」に関するご意見、ご要望は下記へご連絡をお願いします。

【お問い合わせ先】

福岡県南広域水道企業団 総務部 企画財政課

TEL：0942-27-156１ FAX：0942-27-1795

E-Mail：kikaku@sfwater.or.jp ホームページ：https://www.sfwater.or.jp
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＜浄水ケーキの配付について＞
浄水ケーキは、荒木浄水場で水道水をつくるときにできる土で、野菜や花づくりなどに利

用できます。
天日乾燥場までお越しいただければ、ばら荷（トラックなどへの積み込み）または袋詰め

（すくすく）のいずれかの方法で受け取ることができます。
（問い合わせ先：浄水場浄水係）

＜ばら荷＞

配付期間：通年月～金

※土日祝日除く

配付時間：

9:00～16:30

※積み込みは企業団職員が行います。

＜袋詰め＞

配付期間：概ね3～12月の

月～水曜日※祝日除く

配付時間：

9:00～12:00

※配付の日時等は企業団ホームページをご確認ください。

●第二期拡張事業 ～施設の拡張整備～
〇構成団体へ水を送る送水管の布設工事

●改良事業 ～設備・機器の計画的な更新～
〇改良更新事業
・浄水施設の電気機械設備の更新

〇水質検査機器等の更新

収益的収入および支出
＜水道水の供給に係る収入・支出＞

（消費税込み 単位:百万円）

資本的収入および支出
＜水道施設の整備や借入金の返済などに係る収入・支出＞

（消費税込み 単位:百万円）

令 和 ４ 年 度 予 算 概 要

給水収益

3,678

その他収入

1,133

施設の維持管理

費用

1,491

人件費

383

支払利息

221

減価償却費

2,070

収益的収支差額
（利益）
646

借入金

766 国の補助金

506

構成団体か

らの出資金

506

収支不足額

△2,875

（減価償却費や利益

などで補てん）
施設整備のため

の費用

1,968

ダム建設に

係る費用

1,161

借入金の返済

998

その他支出

526

構成団体への供給水量（8市3町1企業団） 主 な 事 業

収入
4,811

支出
4,165

収入
1,778

支出
4,653

項 目 令和４年度

年間総供給水量 37,985,185㎥

一日平均供給水量 104,069㎥


